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防
災
対
策
基
本
条
例
を
中
心
と
し
た

　

防
災
関
連
条
例
の
意
義
と
課
題　

吉
田　
　

博

監
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小
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大
学
商
学
部
企
業
法
学
科
教
授

石
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人

筆
者
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札
幌
地
方
自
治
法
研
究
会

１　

防
災
を
取
り
巻
く
法

　

災
害
関
係
法
令
の
中
心
に
あ
る
災
害
対

策
基
本
法
は
、
市
町
村
を
中
心
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。
災
害
対
策
は
自
治
事
務
で
あ
り
、

応
急
対
応
の
第
一
次
責
任
は
、
市
町
村
に

あ
る
。
避
難
勧
告
や
警
戒
区
域
の
設
定
等
は

市
町
村
が
行
い
、
国
・
都
道
府
県
は
補
完
的

な
役
割
を
果
た
す
。
ま
た
、
市
町
村
に
地
域

防
災
会
議
を
設
置
し
て
、
地
域
防
災
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
る
。
計

画
の
内
容
と
し
て
は
、
災
害
の
予
防
、
警
報

発
令
、
避
難
、
救
助
等
の
災
害
応
急
対
策
、

災
害
に
関
す
る
設
備
、
物
資
、
備
蓄
等
を
挙

げ
て
お
り
、
災
害
時
及
び
発
災
前
の
対
策
を

体
系
的
・
網
羅
的
に
規
定
し
て
い
る
。　

２　

防
災
対
策
基
本
条
例

　

こ
う
し
た
中
、
自
治
体
が
独
自
に
策
定

す
る
防
災
対
策
基
本
条
例
の
意
義
と
は
何

だ
ろ
う
か
。
従
前
、
防
災
は
消
防
行
政
の

枠
組
み
の
中
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
自
治

体
全
体
の
総
合
行
政
と
し
て
、
自
ら
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
条
例
は
、
防
災
対
策
に
関
す
る
基
本
理

念
と
関
係
主
体
の
責
務
を
踏
ま
え
、
具
体

的
な
行
政
や
市
民
等
の
役
割
と
義
務
等
を

定
め
た
自
治
体
の
法
規
範
で
あ
り
、
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
宣
言
と
捉
え
る
こ
と

も
で
き
る
。

　

現
在
、
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
、

特
別
区
の
約
半
数
の
ほ
か
、
約
20
市
町
村

が
条
例
を
制
定
し
て
い
る
。
市
町
村
で
は
、

昭
和
55
年
に
千
葉
県
市
川
市
が
制
定
し
た

「
震
災
予
防
条
例
」
が
嚆
矢
と
さ
れ
る
。
ま

た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、

東
京
都
渋
谷
区
が
「
震
災
対
策
総
合
条

例
」、
横
浜
市
と
神
戸
市
が
対
象
を
犯
罪
や

事
故
に
も
広
げ
た
「
市
民
の
安
全
の
推
進

会
基
本
条
例
第
５
条
は
「
議
会
は
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、（
中
略
）

必
要
な
予
算
を
迅
速
に
決
定
し
、
必
要
に

応
じ
て
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
る
た
め

の
組
織
を
設
置
す
る
な
ど
、
災
害
か
ら
の
復

興
に
向
け
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
よ
う

取
り
組
む
も
の
と
す
る
。」
と
規
定
し
た
。

愛
知
県
豊
田
市
の
防
災
基
本
条
例
は
、
議

会
の
責
務
と
し
て
、
被
害
情
報
の
収
集
、

市
長
と
協
力
し
た
市
民
へ
の
情
報
発
信
な

ど
を
規
定
し
て
い
る
。　
　
　

　
５　

災
害
対
応
力
を
高
め
る

　

各
自
治
体
で
は
、
災
害
対
応
能
力
の
向

上
を
目
的
と
す
る
条
例
制
定
も
相
次
い
で
い

る
。
災
害
時
の
通
常
業
務
の
縮
小
・
停
止
に

対
応
す
る
「
事
業
継
続
計
画
」（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

は
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
策
定
す
る

こ
と
が
多
い
が
、
住
民
に
直
接
関
わ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
や
、
公
の
施
設
に
関
わ
る
特
例
を

定
め
る
た
め
、
条
例
形
式
が
望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ
る
。
箕
面
市
の
「
災
害
時
特
別
宣

言
条
例
」
は
、
自
治
体
の
通
常
業
務
及
び

施
設
等
の
一
斉
休
止
・
休
館
や
契
約
、
処

分
等
の
期
限
延
長
を
規
定
し
て
い
る
。ま
た
、

愛
媛
県
や
岡
山
県
の
防
災
対
策
基
本
条
例

等
は
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
事
業
継
続
計

画
の
策
定
を
努
力
義
務
と
し
た
。

　

東
京
都
の
「
帰
宅
困
難
者
対
策
条
例
」

は
、
帰
宅
困
難
者
対
策
に
関
す
る
知
事
、

な
ど
の
４
項
目
の
個
人
情
報
を
規
定
し
て
い

た
横
浜
市
は
、
改
正
法
の
施
行
に
合
わ
せ
て

電
話
番
号
な
ど
の
連
絡
先
や
、
避
難
指
示

等
を
必
要
と
す
る
理
由
な
ど
７
項
目
に
追

加
す
る
条
例
改
正
を
行
っ
た
。　

４ 

自
治
基
本
条
例
等
と
の
関
係

　
「
自
治
体
の
憲
法
」
と
も
言
わ
れ
る
自
治

基
本
条
例
等
に
災
害
対
策
や
危
機
管
理
条

項
を
設
け
た
市
町
村
は
現
在
、
全
体
の
約

１
割
と
少
な
い
が
、
増
加
傾
向
に
あ
る
。
最

初
に
規
定
し
た
の
が
大
阪
府
箕
面
市
の
「
ま

ち
づ
く
り
理
念
条
例
」（
平
成
７
年
）
で
、

平
成
13
年
に
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
制
定
し
た
ニ
セ
コ
町
は
、
当
初
は
規
定
が

無
く
、
平
成
17
年
の
改
正
で
追
加
し
た
。 

　
こ
の
後
、
登
別
市
、
三
重
県
名
張
市
、
東

京
都
三
鷹
市
な
ど
が
、
自
治
基
本
条
例
に

危
機
管
理
条
項
を
設
け
た
。
だ
が
、
自
治

基
本
条
例
を
直
接
の
根
拠
と
す
る
防
災
対

策
基
本
条
例
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。　
　

一
方
、
議
会
基
本
条
例
の
中
で
、
危
機
管

理
条
項
を
有
す
る
市
町
村
は
、
全
体
の
数

㌫
に
過
ぎ
な
い
。
災
害
対
策
の
指
揮
権
は
首

長
に
あ
り
、「
緊
急
時
に
指
揮
命
令
系
統
を

統
一
し
な
け
れ
ば
混
乱
を
生
じ
る
」
と
の
意

見
も
あ
る
が
、
災
害
時
に
市
民
の
生
命
財
産

を
守
る
活
動
は
、
議
会
と
し
て
も
重
要
で
あ

り
、
平
成
23
年
に
山
口
県
防
府
市
が
関
係

条
項
を
最
初
に
盛
り
込
ん
だ
。
札
幌
市
議

条
例
」
を
制
定
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
14
年

に
東
京
都
荒
川
区
、
板
橋
区
が
制
定
し
た

各
条
例
は
、
震
災
に
限
定
し
な
い
災
害
の
対

策
と
各
主
体
の
責
務
及
び
予
防
か
ら
復
興

ま
で
を
規
定
す
る
初
め
て
の
総
合
的
な
対
策

条
例
と
な
っ
た
。
特
に
板
橋
区
の
防
災
基
本

条
例
は
、
自
ら
の
こ
と
は
自
ら
守
る
「
自

助
」、
地
域
社
会
全
体
で
地
域
を
守
る
「
共

助
」、
行
政
が
区
民
の
安
全
を
確
保
す
る

「
公
助
」
を
条
例
に
明
記
し
、
そ
の
後
に
続

く
条
例
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
。

　

各
防
災
対
策
基
本
条
例
の
一
般
的
な
規

定
項
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

前
文

定
義

基
本
理
念　

自
助
、
共
助
、
公
助

責
務
（
役
割
）　

県
、
県
民
、
事
業
者　

市

町
村

基
本
的
事
項　

予
防
対
策
（
自
主
防
災
組

織
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災
教
育
、
防
災
訓

練
、
備
蓄
物
資
な
ど
）、

応
急
対
策
（
避
難
場
所
な
ど
）、

復
旧
・
復
興
対
策

都
民
、
事
業
者
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
方
、
徳
島
県
の
「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
等
に
係
る
震
災
に
強
い
社
会
づ
く
り
条

例
」
は
、
活
断
層
上
に
お
け
る
公
共
建
築
物

の
建
設
を
避
け
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

福
井
県
の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進

条
例
」
は
、
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
位
置
付
け
を
条
例
で
初
め
て
規
定
し
て

い
る
。

　

災
害
時
の
自
治
体
相
互
応
援
も
重
要
な

課
題
だ
。
東
京
都
杉
並
区
は
「
災
害
時
に

お
け
る
相
互
支
援
条
例
」（
平
成
25
年
４
月

１
日
施
行
）
を
制
定
。
名
寄
市
、
新
潟
県

小
千
谷
市
、
群
馬
県
東
吾
妻
町
、
福
島
県

南
相
馬
市
も
、
同
時
の
同
一
の
名
称
で
条

例
を
制
定
し
た
。
支
援
経
費
の
支
弁
な
ど

を
定
め
、
自
治
体
間
連
携
を
効
果
的
に
進

め
る
方
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
自
治
体
相

互
の
応
援
は
、
自
立
し
た
「
地
方
政
府
」
の

活
動
と
し
て
も
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
。　

　
　６ 

課
題
と
今
後
に
つ
い
て

　

大
災
害
の
都
度
、
法
や
制
度
が
変
更
さ

れ
、
自
治
体
が
対
応
に
追
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
地
域
ご
と
の
災
害
特
性
を
踏
ま
え

た
対
策
が
常
に
求
め
ら
れ
る
。
特
に
市
町
村

合
併
で
行
政
区
域
が
広
域
化
し
た
自
治
体

で
は
注
意
が
必
要
だ
。
ま
た
、
防
災
の
所
管

は
総
務
部
門
だ
が
、
道
路
や
河
川
の
災
害

対
応
は
建
設
部
門
、
福
祉
部
門
が
要
支
援

者
等
を
担
当
す
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
高

齢
者
や
障
が
い
者
の
見
守
り
活
動
は
福
祉

部
門
が
担
当
し
て
い
る
が
、
消
防
等
と
の
密

接
な
連
携
も
不
可
欠
だ
。

　

ま
た
、
地
域
行
事
と
一
体
に
な
っ
た
炊
き

出
し
訓
練
な
ど
、
日
常
生
活
を
通
じ
て
地

域
の
安
全
度
を
高
め
て
い
く
「
生
活
防
災
」

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
日
常
的
な

通
学
路
の
点
検
は
、
避
難
経
路
の
安
全
確

保
や
住
民
の
交
流
促
進
、
迷
惑
駐
車
対
策

に
も
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
平
時
と
緊
急
時
を
つ
な
ぎ
、
自
治
体
の
組

織
の
縦
割
り
を
取
り
払
っ
た
総
合
的
観
点
が

な
お
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

東
京
都
中
野
区
で
は
「
地
域
さ
さ
え
あ
い

活
動
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

町
会
を
単
位
と
し
た
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
通
じ
た
要
支
援
者
支
援
を
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
は
、
災
害
多

発
時
代
を
迎
え
る
中
、
さ
ら
な
る
拡
大
が

求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
ち
づ
く
り
と
防
災

が
一
体
と
な
っ
た
取
組
の
根
拠
と
し
て
、
防

災
対
策
基
本
条
例
等
の
制
定
が
今
後
も
増

加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

防
災
週
間

個
別
事
項　

災
害
時
要
援
護
者
支
援
、
帰

宅
困
難
者
支
援
な
ど

３　

法
改
正
へ
の
対
応

　

災
害
対
策
基
本
法
の
第
二
弾
改
正
（
平

成
25
年
６
月
21
日
公
布
、
同
26
年
４
月
１

日
施
行
）
で
は
、
多
様
な
主
体
に
よ
る
自
発

的
な
防
災
活
動
の
促
進
（
自
助
、
共
助
、

公
助
）
と
、
被
害
の
最
小
化
（
減
災
）
が
基

本
理
念
に
盛
り
込
ま
れ
た
。
前
者
は
、
防

災
対
策
基
本
条
例
に
盛
り
込
ん
だ
自
治
体

が
先
導
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
避
難
行
動
要
支
援
者
（
従
来
の

災
害
時
要
援
護
者
）
名
簿
の
作
成
を
市
町

村
に
義
務
付
け
、
平
時
に
は
本
人
の
同
意
を

前
提
に
消
防
機
関
や
民
生
委
員
等
に
提
供

す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
条
例
に
特
別

に
定
め
が
あ
る
場
合
は
、
同
意
が
不
要
と
な

る
。
本
人
同
意
に
つ
い
て
は
、
防
災
対
策
基

本
条
例
で
規
定
し
て
い
る
場
合
は
も
ち
ろ

ん
、
個
人
情
報
保
護
条
例
に
根
拠
が
あ
る

場
合
に
も
不
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
震

災
対
策
条
例
施
行
規
則
」
で
氏
名
、
住
所

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
余
り
、復
興
は

な
お
途
上
に
あ
り
、地
震
列
島
の
危
険
性
も

変
わって
い
な
い
。自
治
体
の
災
害
への
備
え
と

対
策
は
万
全
だ
ろ
う
か
。そ
こ
で
、最
近
増
え

て
き
た
防
災
関
連
条
例
の
意
義
と
課
題
につ

い
て
、関
連
の
法
や
条
例
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

P
R
O
F
I
L
E

吉
田　

博
（
よ
し
だ
・
ひ
ろ
し
）
氏

昭
和
54
年
札
幌
市
役
所
入
庁
。
現
在
、
北
区
役
所

勤
務
。
自
治
、
地
方
財
政
、
地
域
の
国
際
化
な
ど

に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
研
究
を
進
め
て
い
る
。
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